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まとまった雨が降らず、森の木々たちも少し
元気がない中、8月の作業日も朝は天気が良く
暑い中のｽﾀｰﾄとなりました。

☆今月の観察会
木々は元気がなかっ

たですが、夏の森で元
気がよいのがｾﾐたち。
今月の観察会は、そん
なｾﾐについて。担当は
ｶﾜﾑﾗです。まずは作業
小屋で、①ｶﾀｶﾅの名前
②漢字の名前③抜け殻
④成虫のｲﾗｽﾄを、ﾋｸﾞﾗ
ｼ・ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ・ﾆｲﾆｲｾﾞﾐと配って、それぞれどれ

。 、がどれか話し合ってもらいます 漢字の名前は
蚗「蜩・茅蜩 ・ 油蝉・鳴蝉 ・ 蟪蛄・蛥 」と」「 」「

書かれています。いったいどれがどの漢字なん
でしょうか？みなさんわかりますか？答え合わ
せの後 「抜け殻でｵｽとﾒｽの見分けがつくんで、
すよ」と、ﾙｰﾍﾟをもらって、抜け殻のお腹のい
ちばん下の部分を見ると、確かに違いがありま
した！ｵｽはぷっくりとふくらんでいて、ﾒｽは細
い筋が見られます。この筋が、ﾒｽの産卵管だそ
うです。これには一同「知らんかったわぁ～」
と感心。最後に、ﾙｰﾍﾟ片手にみんなで実際森を
歩いて、ｾﾐの抜け殻探しをしました。漢字の読
み方は…二つずつ、ﾋｸﾞﾗｼ・ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ・ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ
が正解でした。みなさんあっていましたか～？

☆作業について
①ｷｼｮｳﾌﾞの堀り取り②ｸｽﾞ･ｾｲﾀｶ退治ｹﾞﾘﾗ隊③

。炭磨き④ｻｻ機械刈り⑤昼食の準備の5ﾒﾆｭｰです
①は、増えすぎている要注意外来生物(環境

省)のｷｼｮｳﾌﾞを地下の根から掘り起こして退治
しました。重労働で汗だくでの作業でした。

②は、ｸｽﾞ退治がﾒｲﾝでした。子どもたちと、
ﾂﾙを切らずにどれだけ長く取れるか挑戦してみ
たところ、なんと5 以上のﾂﾙがとれました。m
③は、竹炭に和紙を貼り、絵を描く工作を9

月に行うための作業です。
④は、秋のﾄﾞﾝｸﾞﾘｼｰｽﾞﾝに向け、子どもたち

とﾄﾞﾝｸﾞﾘ拾いを行うための場所をきれいに刈り
ました。お昼は、ﾍﾑｽﾛｲﾄﾞ村の田中ｺｯｸによる絶
品焼そば、冷や汁、ﾅｽとﾆｼﾝの炊いたの、餃の
南蛮漬けなど暑い夏でもｻﾗｯといだけるものば
かりでした。絶品焼そば、冷や汁、ﾅｽとﾆｼﾝの

図鑑つくれたよ～

炊いたの、餃の
南蛮漬けなど暑
い夏でもｻﾗｯとい
だけるものばか
りでした。お昼
を食べ終わるか
終わらないか頃
から、雷と共に
久しぶりに降り
出した雨。しか
しその雨がｹﾞﾘﾗ
豪雨。空が一瞬に
して灰色になり、激しく地面をたたきつけてい
ました。お昼からは予定していた通り、今まで
の遊林会の活動の写真をｽﾗｲﾄﾞでお見せし、懐
かしさにひたっていただきました。

☆第4水曜日の作業について
まだまだ暑い活動日。今日のﾒｲﾝの活動は草

刈り。森の入口付近を中心に機械刈り・手刈
りにわかれて作業を行いました。入口付近は
道をはさみ様子がずいぶん違います。片方は
大きな木があり、いわゆる中低木はほとんど
ありませんので、機械刈りです。もう片方側
は、日が良く当たるので、小さな子どもの木
がたくさんあり、こちらのｴﾘｱは手刈りです。
ｲﾝﾀｰﾝの学生も参加し、どちらもｼｬﾂがﾋﾞｯｼﾘ濡

。れるほどの暑さのなかでの作業となりました
お昼のﾒﾆｭｰは食欲を誘う炊き込みﾁｬｰﾊﾝ、ｼｼ

ﾄｳﾔや冷や奴、そして絶品のｶﾎﾞﾁｬｽｰﾌﾟがあり
ました。また、8月の第四水曜日は夕方から地
蔵盆があります。なので、午後からはみんな
で地蔵盆の準備です。お地蔵さんが来られる
森守堂のｾｯﾃｨﾝｸﾞ、そしてﾖｰﾖｰ釣りで使うﾖｰﾖｰ
作りなど。ﾖｰﾖｰ作りは時折失敗して、水が飛
び散り、大人の歓声やら悲鳴やらが聞こえて
くる賑やかな午後となりました。そして夕方
からは子どもたちの声が響き、一日中、人の
声が絶えない森となりました。

☆8月の木ままクラブ
参加者の方からは残念がられたのですが、8月
は暑さ等のため月1回の活動のみとしました。
8月30日 9人 とても蒸し暑い中、ﾅﾗ枯れや立
ち枯れで枯れた木を7本伐採・処理しました。
9月は13日、20日が活動日です

モリイコS いかだに挑戦！

9月の作業日は

9月26日(水曜日) 週日活動 森の居酒屋は9月5日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)9月8日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会
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☆大阪の親子を対象にしたイベント
8月16日と17日に(財)大阪市環境事業協会さ

ん主催の「夏休みに森へ行こう 」というｲﾍﾞﾝﾄ!
を、遊林会が受託して実施しました。

同協会さんと実施するイベントは冬、春に続
き3度目。今回は夏休み中のため日帰りｺｰｽと一
泊二日ｺｰｽの2ｺｰｽを同時に実施しました。いず
れも大阪市内の小学1～3年生の親子が対象で
す。冬から3回連続で参加するという、この森
の「ﾌｧﾝ」になった親子も少なくありません。

日帰りｺｰｽ（7組24人）では、網とｶｺﾞを持っ
て森探検に出かけ、ｷﾉｺを見つけたり、木の上
で大きくなりつつあるﾄﾞﾝｸﾞﾘを発見したりしま
したが、一番楽しんだのはやはり生き物つか
み！生き物を探して思いっきり網を振るという
体験はなかなか大阪ではできないので、子ども
だけでなく、お父さんたちも子どもの網を借り
て虫つかみを楽しまれました。

一泊二日ｺｰｽ（6組17人）は、愛東地区の農家
民泊さんの協力を得て実現しました。1日目は
生き物のさわり方や捕まえ方を練習し、森探検
のあと、川の探検も行いました。森での活動を

、 。終え 参加者が向かった先は愛東のﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ畑
、 。自分たちでﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰを摘み ｼﾞｬﾑを作りました

その後、愛東の農家民泊で農家体験と宿泊を楽
しみ、参加者からは農家に泊まってとても良か
ったとの声をいただきまあいた。2日目は再び
森に来て、朝から生き物をたくさん捕まえ、そ
の生き物の図鑑を手作りしました。自分で捕ま
えた生き物を、図鑑や本で調べ、特徴などを書
き込んで仕上げた図鑑は、きっと夏休みの良い
記念品になるでしょう。

一泊二日のｲﾍﾞﾝﾄは、ｵｰﾌﾟﾝして10年経つこの
森で初めてのことでした。近くの愛東で農家民
泊をされることなどで、今後の可能性がいろい
ろと開けてきたように感じます。

☆台湾から森の視察に
8月29日午後から3時間、台湾から来られた20

人をご案内しました 国立台北大学 林務局 日。 、 （
本の林野庁に相当 、そして台湾で活動される6）
つの 団体のみなさんです。NPO

数日間の限られた滞在期間中に国内各地を見
学される行程の中に、この森を含めていただい
たことを光栄に思います。遊林会の里山保全活
動や環境学習の実施状況は国内でも胸を張れる
内容ですが、通訳を介しながら熱心に質問もさ
れた台湾のみなさんの反応を見ると、アジアで
も十分胸を張れそう…？と思いました。

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
河辺の森では、夏休みに毎年ｲﾝﾀｰﾝ生を募集

しているのですが、今年も元気な二人の学生が
滋賀県立大学から来てくれました。仕事として

は、普段のｽﾀｯﾌの仕事をそのまま手伝ってもら
、 、 、うので 子どもたちへの対応 ｸｲｽﾞﾗﾘｰの対応

。そしてｲﾍﾞﾝﾄ準備とめまぐるしい日が続きます
学生達は毎日日誌をつけ、ｽﾀｯﾌはその日誌にｺﾒ
ﾝﾄを書かないといけないのですが、そんなｲﾝﾀｰ
ﾝ生のｺﾒﾝﾄを読んでいると、森での仕事の多様

、 、 、 、性 準備の大変さ 難しさ そして楽しさなど
初めてなりに感じたこと、考えた事がしっかり
と伝わってきました。短い間でしたが、学生に
とって視野の広がる体験になったと思います。

☆モリイコ！の子どもたち
、 。暑い季節ですが 子どもたちは元気いっぱい

モリイコ！の4回目は「植物であそぼう」がﾃｰﾏ
、 。で ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔという植物でﾊﾞｯｸﾞを染めました

ﾋﾞｰ玉と輪ｺﾞﾑを使い模様をつけるのですが、み
んないろいろと工夫してｽﾃｷなﾊﾞｯｸﾞを作りまし
た。他にも、森で集めた葉っぱを切ったり貼っ
たりして、生き物を形作りました。この生き物
は釣り遊びをするためのものなのですが、子ど
もによってｵﾘｼﾞﾅﾙ生物だったり、宝箱だったり
と様々なものを作ってくれました。子どもの創
造力は、さすがだなぁ～と感心させられます。

一方、モリイコ！ の4回目は「水辺」がﾃｰS
ﾏで 自分でﾔﾀﾞｹを切り ﾋﾓをつけ作った竿でｻﾞ、 、
ﾘｶﾞﾆ釣りを行いました。釣りは忍耐力が必要な
ので、じっとしていられない子にはなかなか辛
い時間だったかもしれませんが、待つという経
験も良し、です。午後からは、いかだ作りを行
いました。ﾋﾓで竹とﾀｲﾔのﾁｭｰﾌﾞを固定したり、
ｲｽとなる板を固定したりして子どもたちが作っ
たいかだ、水に浮かべてみると…無事に浮かび
ました 子どもたちが10人乗っても大丈夫♪力!
を合わせて方向転換をするのは、子どもたちだ
けではどっちに漕いだらいいのかわからず難し
そうでしたが、漕いでいる子どもたちは勇敢な
顔つきでした。 は2隊あるのですが、もう1隊S
は、午前中のｻﾞﾘｶﾞﾆ釣りが終わったところで、
雷と雨。いかだはやむを得ず中止にし、急遽違
うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを行いましたが、幸い子どもたちは
そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも存分に楽しんでくれました。

ﾌｨｰﾙﾄﾞが野外のため、天候の急変で予定して
、いたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが実施できなくなったりしますが

今後も変更したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでも存分に子どもたち
に楽しんでもらえるよう、ますますﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
工夫が必要だと考えさせられました。

☆9月の作業は…
残暑の厳しさにもよりますが、9月からは午

前・午後共、作業予定です。草刈りを中心にい
ろいろな作業を準備してお待ちしています！

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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